
 
S-TEAM 教育推進事業 「STEAM」推進プロジェクト 探究学習推進事業 

令和５年度（2023 年度）授業研究セミナー 道東ブロック国語 実施要項 
 
１ 目 的 
  「北海道教育委員会『S-TEAM 教育推進事業』実施要綱」に基づき、各教科等で身に付けた見方・

考え方を活用して、生徒が主体的に探究に取り組むことができるよう、教員対象のセミナーを開催
し、授業改善に資する。 

 
２ 主 催 
  北海道教育委員会 （主管 北海道教育庁十勝教育局） 
 
３ 共 催 
  東京学芸大学先端教育人材育成推進機構高校探究プロジェクト 
 
４ 期 日 
  令和５年（2023年）12月５日（火）10：30～15：30 
 
５ 会 場 
  北海道帯広農業高等学校（帯広市稲田町西１線９番地 電話 0155-48-3051） 
 
６ 参加対象 
 (1) オホーツク、十勝、釧路及び根室管内の高等学校の国語科担当教諭等 
 (2) (1)以外の管内の高等学校の国語科担当教諭（オンラインでの参加も可とする。） 
 
７ 日 程                                               
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８ テーマ 
  国語科における探究的な学び（主体的・対話的で深い学びの充実） 
 
９ 内容 
 (1) 説明 
  ア 説明１ 本セミナーに至る経緯及び研究授業から研究協議に至るまでの見通しについて  
  イ 説明２ 「授業者による研究授業におけるポイント等の説明」 
 (2) 研究授業 
   言語文化「学校生活における身近な『実体の美と状況の美』～私の感じる「美」を随想で表

現しよう～（書くこと）」 
授 業 者 北海道帯広農業高等学校教諭 中 林   亮 

 (3) 振り返り 参観者による授業の振り返り・まとめ 
 (4) 研究協議 「国語科における探究的な学び（主体的・対話的で深い学びの充実）について」 
 
10 助言者 
  国立大学法人東京学芸大学教授 中 村 和 弘 様 

独立行政法人教職員支援機構次世代型教職員研修開発センター 
研修開発課研修広報・情報係長/研修プロデューサー 堀 内 貴 臣 様 

 
11 授業研究セミナーの振り返り（後日実施） 
  本セミナーの成果を生かし、今後、各学校や地域における授業改善を推進するための方策等に

ついて、希望者を対象としてオンラインで協議を行います。（実施期日等については、本セミナ
ー当日にお知らせします。） 

 
12  その他 

(1) 参加者の旅費は措置されません。 
(2) 参加者は筆記用具及び上靴を持参願います。 
(3) 昼食及び宿泊の斡旋はしませんので各自で用意願います。また、ゴミは各自でお持ち帰りく
ださい。 

(4) 本セミナーの研究授業や研究協議は Zoomで配信いたします。 
(5) ６(2)の参加者については、Zoomによる参加が可能ですが、事前の申し込みが必要です。（視
聴に必要な情報機器やネットワーク環境は各自で用意願います。） 

 
 


